
卒業生よりのメッセージ
就職活動中の後輩たちへのアドバイス



自分の専門分野が社会でどのように活かせるのか
可能な限り早めに把握することの重要性

私自身が就活の中で痛感したことですが、自分の専攻分野と企業で求められる

専門知識・技能の関連性をあまり考えていなかったため、畑違いの業界や職種を

受けては不合格となることを繰り返していたので、後輩には私の轍を踏まぬよう、

指導教員や研究室の先輩などから、今自分が研究している分野の応用先について

アドバイスを受けてよく考えるように伝えたいと思います。

（本学卒業生・匿名希望）



自分自身の可能性を限定しない

私の経験から言えることとして、自分自身の可能性を限定しないことをお勧めします。

研究においては特定領域の非常に狭い問題を扱うことになりますが、研究を通して培う

ことのできる能力には広範な応用があるはずです。研究テーマの背後にある自分自身の

興味・関心を洗い直し、多くの業界や会社をその観点から検討してみましょう。

就職活動は辛いことも多いですが、自分自身の可能性を広げるステップとしてしっかり

取り組む価値のあるものだと思います。皆様の健闘を祈ります。

（本学卒業生・匿名希望）


